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生年月日　1981年 9月福岡県生まれ
最終学歴　 九州大学大学院人間環境

学府都市共生デザイン専
攻修了

業務経歴　2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、開発計画本部所属
●担当した主なプロジェクト
立命館大学大阪いばらきキャンパス
小倉駅南口東地区市街地再開発事業

■青年技術者のことば

建築・都市開発による街に与える

影響は、その敷地だけでなくそ

の周辺に大きな影響を与える事に

なる。またプロジェクトの推進に

は、計画者・推進者である私たち

は事業主だけでなく、行政、テナ

ント、金融機関などのプロジェク

トに直接的な利害関係者だけでな

く、周辺の住民や来訪者など、多

種多様なステークホルダーへの影

響を考慮しながら事業を推進して

いく必要がある。

まちづくり・都市開発の視点か

ら、私は一事業者がプロジェクト

を実施するのではなく、多くのス

テークホルダーが連携する事で、

より魅力的な都市開発が実現でき

ると考えている。

現在の都市には、法制度、権利な

どの様々な枠組みがあるが、来訪

者の快適性や賑わい創出などの都

市魅力向上を共通目標として各ス

テークホルダーが枠組みを乗り越

える事で、単独では成しえない心

地よい空間や機能性の向上を実現

できる。

今後も都市の魅力向上を第一に置

きながら、既存の枠組みを超え

た開発を実施していき、社会に貢

献できるよう研鑽を続けていきた

い。
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㈱竹中工務店　開発計画本部

立命館大学大阪いばらきキャンパス 撮影：フォトビューロー

小倉駅南口東地区第一種市街地再開発事業


